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Ⅰ．は じ め に
日本語の特殊拍（長音・撥音・促音）の有無は，「取るvs通る」，「様vs秋刀魚」，「来てvs
切って」のように，意味の弁別に関わる。そのため，日本語を学ぶ学習者にとって，特殊拍を正
しく知覚・生成することは，非常に重要であるといえる。しかし，特殊拍の習得は，さまざまな
言語の母語話者にとって困難であり（杉藤1990，助川1993，戸田2007，松崎1999など），日本
語のレベルが上がったり，学習期間が長くなったからといって，必ずしも習得できるわけではな
いことが報告されている（小熊2002，木下2011）。
特殊拍の誤りは，母語や日本語レベルを問わず，多くの学習者に共通して観察されるため，こ
れまでにいくつかの特殊拍の指導法が提案されてきた。その一つとして，身体の動きと発音器管
の動きとの相互作用を発音指導に導入した指導法であるベルボトナル法（Verbo-TonalMethod
以下，VT法）の活用が挙げられる。身体の動きを発音指導に用いた特殊拍の指導法は，市販の
日本語発音指導教材で紹介されたり，実践研究において，その効果が検証されたりしている（川
口1987，中野・大江2008など）。しかし，その指導の多くは，教師主導で行われており，指導
で用いた身体運動が学習者にとって特殊拍のリズムを捉えやすい動きであったかどうかという学
習者の立場に立った議論は，あまりなされてこなかった。学習者中心の教育が謳われ，さまざま
な実践が行われている今，音声教育においても，個々の学習者に注目した発音指導法の開発が求
められているといえるだろう。そのためには，まず，学習者が特殊拍の発音やリズムをどのよう
なものとして捉え，それが，どういった身体運動と関連づけられるのかを明らかにする必要があ
る。そこで，本稿では，学習者自身が練習に用いる身体運動を提案し，その動きを使って発音指
導を行った柳澤他（2013）で収集したデータを用い，指導の様子を記録したビデオ映像の分析を
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通して，学習者が日本語の特殊拍をどのような音として捉え，その音のイメージをどんな身体運
動として実現させたのかについて報告する。
Ⅱ．先行研究
ここでは，身体を動かしながら発音指導を行う手法として知られるVT法について概観し，
身体運動を用いた発音指導の実践研究と市販の教材で紹介されている身体の動きを用いた特殊拍
の指導法についてまとめる。
1．VT法の理論と実際の指導例
VT法は，人間が言語音をどのように聴き取り，生成するのか，聴覚の機能や法則性にはどの
ようなものがあるかを研究する言語聴覚論（Verbo-TonalSystem）の理論を聴覚・言語障害者
や外国語学習者への発音指導・矯正に応用した教授法である。VT法では，「身体を音声の伝送
体・受容体」として捉え，音の聴き取りや発音には，耳や口などの限られた器官だけでなく，身
体全体が関与しており，調音も全身の筋肉運動の結果として実現されるものだと考えている。そ
して，この調音運動に伴う音声的な緊張性に注目し，「緊張と弛緩」という概念を用いて言語音
の音声的な特徴と身体の動きとを関連づけて発音指導に応用している。
ロベルジュ・木村（1990）では，緊張と弛緩の概念を用いた特殊拍の指導法として，以下のよ
うな例を挙げている。まず，長音は，長母音の緊張度を維持できるように指導する必要があると
述べており，片手，または，両手を横に向かって直線的にゆっくり伸ばす動きを提案している。
促音も緊張を高めることが重要であるとし，促音部分で何かをつまむように手のひらを素早く閉
じて，次の拍で手を開くという動きを紹介している。最後に，撥音は，長音や促音とは反対に，
身体を弛緩させることで正しい発音を導き出せるとしており，指導法としては，両腕を交差させ
ながら胸に当て，頷くように首を下げる動作や，手で水をかくような動作を挙げている。このよ
うに，VT法では，言語音の緊張性に注目した身体運動を発音指導に用いることで，適切な音声
の生成につなげていこうとしている。
2．身体運動を用いた特殊拍の指導法と実践研究
これまで，実践研究や市販の教材などにおいて，身体運動を用いた特殊拍の指導法がいくつか
提案され，日本語教育の現場で実践されてきた。
川口（1987）は，VT法の日本語教育への応用実験として，中上級の学習者を対象に，身体運
動を用いた発音指導を実施した。この指導では，VT法の「緊張と弛緩」の概念を応用して実験
者が独自に身体運動を考案し，その動きを学習者にモデルとして提示して，同じ動きをさせなが
ら発音練習を行った。特殊拍の指導としては，例えば，長音は，腕を前にまっすぐ押し出す動作
を用いた。そして，腕が十分に伸びきらなかった学習者は，母音の長さが不十分であったのに対
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して，腕がまっすぐかつ十分に前方に向かって伸びていた学習者は，長音の発音が自然であった
ことを報告している。また，身体運動と生成される音声の観察から，身体運動が誤って行われる
と，生成される音声も不自然になることを挙げ，身体運動の一つひとつの動作は，モデルに忠実
に再現される必要があると述べている。さらに，学習者の中には，どうしても教師の指示通りに
身体を動かすことができず，発音が改善されない者もいたため，異なる動作を用いて指導してみ
たところ，発音に改善が見られたことも報告している。
中野・大江（2008）は，VT法の「身体全体を音声の伝送体・受容体と捉える」という考え方
に基づき，指の動きと特殊拍の特徴を結びつけることで，体感的に日本語らしいリズムの習得を
目指す「フィンガーアクション」（点や直線，曲線などを指を使って描く動き）を考案した。そ
して，初級レベルの学習者を対象として，新出語彙の導入時や発音の誤りを訂正する際などにこ
の動きを用いて発音指導を行った。実際の指導では，まず，教師がフィンガーアクションのデモ
ンストレーションを行い，その後，学習者にも同様の動きをさせて発音の練習を行っている。そ
して，発音指導を開始してから1ヶ月後に教師と学習者にアンケート調査を実施したところ，
「特殊拍に意識が向くようになった」，「発音だけより変化があって面白かった」といった評価が
得られた一方で，「学生がその気にならない」，「この学習方法の意義を説明しても，意欲的に取
り組まない学習者がいる」という課題も確認された。
身体運動を用いた特殊拍の指導法は，実践研究だけでなく，市販の日本語発音指導教材でも紹
介され，日本語教育の現場で活用されている。柳澤（2009）は，市販の教材も含めて，これまで
に提案された特殊拍の指導法を分析し，教え方のタイプ別に分類した。その結果，「身体を動か
して学習させるもの」に分類された指導方法には，手や机を叩いたり，指を折ったり，歩いたり
することで，モーラの感覚や日本語のリズムをつかませようとするもの（国際交流基金2009，
中川・中村2010），VT法の「緊張と弛緩」の概念を応用して，合わせていた手のひらを横に開
いて長音の長さを捉えさせたり，手を素早く握って再び開く動きをすることで促音の止まる感覚
を感じさせたりするもの（戸田2004），「わらべうたリズム」を活用し，手を縦に振り下ろす動
作にドーム状の半円を描く動作を組み合わせた動きをつけながら創作わらべ歌を作って発音練習
を行うもの（木村1997）などが観察された。
このように，身体運動を用いた特殊拍の指導法は，これまでにいくつか提案されてきているが，
その指導の多くは，教師が特定の身体運動を提示し，学習者がその動きを真似しながら発音練習
を行うという教師主導の形で行われており，学習者にとっては，受動的な練習になっていたとい
える。また，教師が提示した身体運動が，個々の学習者にとって特殊拍のリズムを捉えるのに最
適な動き（その学習者にとって「しっくり」くる動き）であったかどうかという点については，
あまり注目されておらず，学習者が特殊拍の発音やリズムをどのように捉えているのか，そして，
どういった身体運動であれば特殊拍のリズムがつかみやすいと感じるのかといったことについて
は，まだ，明らかになっていない。上述の川口（1987）において，なかなか教師の指示通りに身
体が動かせない学習者がいたり，中野・大江（2008）において，発音練習の意義を説明しても，
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その練習を行うことに消極的だった学習者がいた要因の一つは，教師が示した身体運動と学習者
がイメージする特殊拍の音声的特徴が一致していなかったからではないだろうか。では，学習者
は，特殊拍をどのような音として捉え，その音声的な特徴をどんな身体運動と関連付けているの
だろうか。学習者は，言語を学習する過程で「自己モニター」を行い，学習言語の発音に関して，
自分なりの発音の基準を形成していくことが知られているが（小河原1997，河野・小河原2009），
学習者が学習言語の音声に対して持っている発音の基準や音のイメージを発音指導に用いる身体
運動として活用した研究は少ない。
柳澤他（2013）では，知覚学習スタイル（1）に注目し，学習者が自分で考え，提案した身体運動
を用いて特殊拍の発音指導を行った。その結果，視覚的補助としてマーク（例：ビー

ル
●
）を用い
て行った指導では，あまり発音の習得が進まなかった触覚型の学習スタイルを持つ学習者にも，
身体運動を用いた指導では，指導の効果が確認されたことを報告している。また，触覚型だけで
なく，視覚型や聴覚型の学習スタイルを持つ学習者にも同様に指導の効果が見られたことを挙げ，
その要因として，学習者にとってリズムが捉えやすい身体の動きを用いたことが影響しているの
ではないかと述べている。柳澤他（2013）では，発音指導の様子をビデオに録画していたため，
学習者がどのように自分なりの身体の動かし方を見つけ出していったのかという過程や，発音と
身体運動が上手く関連付けられて練習が行えていたかどうかなどを観察することができる。この
データは，学習者が日本語の特殊拍をどのような音として捉えていのるかを明らかにする手掛か
りとなり，効果的な発音指導方法を検討していく上でも有効な資料になると考えられる。
Ⅲ．本研究の目的
本研究の目的は，柳澤他（2013）で収集したデータを用い，指導の様子を記録したビデオ映像
の分析を通して，学習者が日本語の特殊拍をどのような音として捉え，その音のイメージをどん
な身体運動として実現させたのかについて明らかにすることである。
Ⅳ．調査方法と手続き
1．調査協力者
本研究の調査協力者は，学校法人長沼スクール東京日本語学校で日本語を学ぶ中級の学習者
35名（出身国・地域：台湾，ベトナム，中国，韓国，インドネシア，マレーシア，アメリカ，
イギリス，フランス）である。
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（1） 学習スタイルとは，「何かを学習する際に記憶を保存したり，保存した記憶を思い出すために，どの
ような手がかりを選好するか」というもので「視覚型（Visual）」，「聴覚型（Auditory）」，「触覚型
（Tactile）」があると言われている。（木下他 2004）
2．調査の手順
柳澤（2013）では，図1に示した①～⑥の手順で調査を実施し，指導前のプレテストと指導後
のポストテストの音声を比較して，発音の習得度を分析した。本研究では，この内の③「指導
（1回目）」で録画した映像を分析対象とするため，以下では，③の手順についてのみ説明する。
③「指導（1回目）」の手順を図2に示す。まず，「ビル」と「ビール」，「さま」と「さんま」，
「おと」と「おっと」というミニマルペアが書かれたカードを学習者に提示し，各語の意味を知っ
ているかどうか確認した。意味が分からない語があった場合には，イラストを見せながら意味を
説明した。次に，カードの語を読み上げてもらい，特殊拍を含む語と含まない語の発音が同じ
かどうか聞いた。学習者の回答が「違う」であった場合は，長音がある語とない語，促音があ
る語とない語，撥音がある語とない語それぞれの音声的な特徴の違いについて，学習者自身のこ
とばで説明してもらった。その後，上記で説明した違いを身体を使って示すとしたら，どの
ような動きをするかを学習者に自由に考えてもらい，特殊拍を表現する動作として，自分の感覚
に合う動きを提案してもらった。最後に，学習者が提案した動きを用いて発音指導を行った
（指導に用いた語は付録資料を参照）。指導では，学習者の正面に机を挟んで教師が座り（身体運
動に足を用いた学習者の場合は，立った状態で机を挟まずに向かい合い），学習者の身体の動き
に合わせて教師も同じ動作をしながら発音練習を行った。特殊拍の長さが不十分であったり，自
立拍が長く発音されたりした場合には，その旨を口頭で伝え，身体の動きを使って長さの調整を
行った。なお，教師は，「もっと長く」，「もっと短く」などのコメントはしたが，モデル音声は
示さなかった。これは身体運動を用いた指導の効果を検証するために，提示する情報や補助を制
限したためである。指導時の様子は，学習者に許可を得て，全て録画した。
Ⅴ．分 析
本研究では，柳澤他（2013）で収集したデータの内，1回目の発音指導の様子を録画したビデ
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図1 柳澤他（2013）の調査の流れ 図2「③指導（1回目）」の調査の流れ
オ映像を分析の対象とした。分析に用いたビデオ映像は，925分（1人平均26分）である。
このビデオ映像の観察から，〔1〕学習者が，長音，撥音，促音をそれぞれどのような音として
捉えていたか，〔2〕発音指導に用いる身体運動として，学習者がどのような身体の動かし方を考
え，提案したかの2点について分析する。
Ⅵ．結果と考察
〔1〕 学習者は，長音，撥音，促音をどのような音として捉えていたか
特殊拍を含む語と含まない語を比較しながら，長音，撥音，促音がそれぞれどのような特徴を
持つ音であるか学習者に聞いたところ，特殊拍の種類によって，その回答やバリエーションの多
さに違いがあることが分かった。
学習者から得られた回答を表1に示す。まず，長音は，35名中32名が「長い」と答えており，
ほとんどの学習者が長音を「長い音」として捉えていることが分かった。長音については，教師
が質問してから学習者が回答するまでにかかった時間も短く，即答する学習者も多く見られた。
次に，撥音については，「『ん』がある」という回答が最も多かった。長さについて言及する学習
者は少なかったが，撥音がない語に比べて撥音がある語は，「ん」がある分，音が1つ多いと捉
えているようであった。また，少数意見ではあるが，撥音を「弱い音」，「低い音」と捉えている
学習者もいた。Ⅱ1で述べたように，撥音は，VT法では，緊張性が低い弛緩した音だと考えら
れている。「弱い」，「低い」というイメージは，この緊張性の低さにつながる特徴といえるので
はないだろうか。最後に，促音は，長音や撥音よりバリエーションが多く，いろいろな声が聞か
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表1 学習者が捉えた特殊拍（長音・撥音・促音）の特徴
長 音 人数
長い 32
強い 1
「ビル」＝2，「ビール」＝3 1
「ビル」＝1音，「ビール」＝2 1
撥 音 人数
「ん」がある 26
長い 3
鼻の音がある 2
［n］が続く 1
弱い 1
低い 1
「さま」＝2，「さんま」＝3 1
促 音 人数
止まる・休む 13
強い 7
短い 5
小さい「っ」がある 5
長い 2
急に飛ぶ感じ 1
「っ」の部分が少し遅い 1
「t」がもう1つある 1
「おと」＝1，「おっと」＝2 1
「おと」＝2，「おっと」＝3 1
非促音と同じ 1
違うのは分かるが説明できない 1
れた。「止まる・休む」と捉えている学習者が一番多かったものの，「強い」，「短い」と回答した
学習者も多かった。日本語母語話者が促音の有無を判断する際には，第一義的な手掛かりと
して，閉鎖区間や摩擦部の長さを用いるが（Kawaharainpress），拍感覚が十分に習得され
ていない学習者は，促音に先行する母音は促音に後続する母音よりインテンシイティーが大きい
（＝強い），そして，促音に先行する母音は，非促音に先行する母音より短い（Idemaru&Guion
2008）といった音響的特徴を聴き取り，促音の特徴として捉えているのではないだろうか。促音
は，回答のばらつきが大きく，「促音と非促音が違うのは分かるが，どう違うのかは説明ができ
ない」という声もあったことから「長い」と即答する学習者が多かった長音と比べると，学習者
にとっては，特徴が捉えにくい音素であるといえるのではないだろうか。
本調査の結果，日本語母語話者にとっては，長さの違いとして認識される長音，撥音，促音が，
学習者には，長さ以外の音響的特徴も含め，さまざまな捉えられ方をしており，特殊拍の種類に
よって，バリエーションの多さも異なることが明らかになった。特殊拍を指導する際には，学習
者が日本語母語話者とは異なる基準で特殊拍を捉えている可能性があることを考慮する必要があ
るといえるだろう。
〔2〕 発音指導に用いる身体運動として，どのような身体の動かし方を考え，提案したか
特殊拍の発音指導に用いる身体運動を学習者に自由に考えてもらい，自分の感覚に合う動きを
提案してもらったところ，特殊拍の種類にかかわらず同じ動作をした学習者と，特殊拍によって
異なる動作をした学習者が観察された。前者は22名，後者は13名であり，どの特殊拍において
も同じ身体運動を用いた学習者の方が多かった。
表2に，特殊拍の種類にかかわらず同じ身体運動を用いた学習者が提案した動作を示す。学習
者によって動きの大きさや切れの良さなどには差が見られたが，身体の動かし方としては，手や
机を叩く動作が最も多く観察された。また，身体を動かす際のリズムの刻み方（例：「ビール」
の場合，モーラでは3回，音節では2回手や机を叩く）は，モーラより音節を用いる学習者が多
かったが，練習の途中で刻み方が変わったり，特殊拍によって刻み方が異なる学習者もいた。今
回の調査では，学習者自身に自分にとって特殊拍の発音が捉えやすい身体運動を考えるようにと
指示をしたのだが，学習者の中には，以前，日本語の授業で教師からモーラのリズムで手を叩く
動きを教えてもらったことがあるからという理由で，その動作を選んだ学習者がいた。この学習
者の指導時の様子を観察してみると，上手くモーラでリズムを刻むことができず，発音と身体の
動きが合っていなかったり，首をかしげて納得がいかないような表情をしていることがよくあっ
た。しかし，練習をしていく中で，本人も気づかない内に，音節でリズムを刻んでいることがあ
り，その時の方が特殊拍が自然な発音で生成されていた。このことから，この学習者にとっては，
モーラより音節でリズムを刻んだ方が発音と身体運動を関連づけやすく，特殊拍の習得にも効果
があったのではないかと考えられる。他の例として，1名だけではあったが，三拍子を刻むよう
に三角形をなぞる動きを提案した学習者がいた。この学習者は，なかなか自分の感覚に合う動き
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が見つからず，時間をかけていろいろな動作を試した後，最終的に，この動作に落ち着いた。こ
の動きに決まるまでに試した身体運動では，発音と身体の動きの関連づけが上手くいかず，特殊
拍も正しく発音できないことが多かった。しかし，三角形をなぞる動きに変えてからは，発音と
身体運動の関連づけが上手くできるようになり，発音にも改善が見られた。これらの例から，発
音指導を行う際には，学習者によって特殊拍を捉えるのに最適な身体運動が異なることに留意し，
できるだけ，その学習者に合った（＝学習者にとって「しっくりくる」）身体運動を用いて練習
を行うことが有効であると考えられる。
次に，特殊拍の種類によって，異なる身体運動を用いた学習者が提案した動作を表3に示す。
こちらのグループでは，人数の欄を見ると分かるように，全ての特殊拍に関して他の学習者と全
く同じ動きを提案した者はおらず，全員が異なる身体運動を用いて発音練習を行った。さまざま
な動きが提案されてはいるが，特殊拍の種類によって，身体の動かし方に一定の傾向があること
が確認された。特に，長音では，その傾向が顕著であり，13名中8名が手や首をスライドさせる
動きを提案した。それ以外の学習者も，合わせた手を横に開いたり，手を前に押し出したりする
ことで，表1で挙げられていた長音の「長い」という特徴を示そうとしていることがうかがえた。
撥音では，下半円（ ）を描く動きや首を上下させる動きなどが多く観察され，手や首をス
ライドさせる直線的な動きが多かった長音とは異なる傾向がうかがえた。これには，緊張を保っ
たまま一定時間母音を継続させることによって発音される長音より，鼻に呼気を通す鼻音である
撥音の方が緊張度が低いことが関係していると考えられる。力を抜いて，弛緩して発音される撥
音の特徴が，曲線的な身体運動と結び付きやすかったのではないだろうか。曲線的ではない動作
としては，手を斜め下に押し出す動きや，何かを床に押し付けるような動きが観察されたが，い
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表2 学習者が提案した身体運動（特殊拍による違いなし）
動 作 リズムの刻み方 人数
手を叩く モーラ 5
手を叩く 音節 3
手を叩く 音節とモーラが混在 1
机を叩く 音節 2
机を叩く モーラ（途中で音節に変更） 1
机を叩く 音節＋モーラ（難しい時） 1
机を叩く（軽音節）＋スライド（重音節） 音節 3
右手に左手を重ね，左手を裏返す 音節（途中でモーラに変更） 1
手を横方向にスライド 音節 1
波を描く 音節 1
鋭い山を描く 音節 1
ドーム状の山を描く 音節とモーラが混在 1
三角形をなぞる モーラ 1
ずれも，下の方向に向かって手を動かしており，エネルギーが弱くなる（抑えられている）とい
うイメージが反映されていたのではないかと考えられる。
促音では，ジャンプをするように手や首を動かしたり，手でV字を描いたりする動作が多く
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表3 学習者が提案した身体運動（特殊拍による違いあり）
長音 撥音 促音 リズムの刻み方 人数
手を横方向にスライド 下半円を描く V字を描く 音節 1
手を横方向にスライド
拳を腰に引きつける，半
円を描く，机を軽く叩く，
小さな山を描く（安定せ
ず）
手の甲を下にして両手で
拳を作り，腰に向かって
急激に引きつける
音節 1
手を横方向にスライド
手を斜め下に押し出す
（途中で横方向のスライ
ドに変更）
インターフォンを押すよ
うに，素早く人差し指を
押し出して，引き戻す
（途中でV字を描く動き
に変更）
音節 1
手を横方向にスライド
机を叩く
（途中で下半円を描く動
きに変更）
拳を前に突き出す（時々，
短いスライドも混在）
音節 1
手を胸から前に向かって
スライド
鼻を触る，または，頷く
（途中で胸の前で拳を握
る動きに変更）
胸の前で手を組み合わせる
（左手で右手首を軽く叩
く動きも混在）
音節 1
首を左右にスライド
（首を上下に動かす動き
も混在）
頷くように首を上下に動
かす
ジャンプするように首を
上下に動かす
音節 1
首を左右にスライド 首を上下に動かす
ジャンプするように首を
上下に動かす
音節 1
首を左右にスライド
（途中で上半身を傾けな
がらスライドする動きに
変更）
首，または，上半身を軽
く上下させる
（途中で上半身のみを上
下させる動きに統一）
上半身を軽く上下させる 音節 1
合掌した手を左右に広げ
る
祈るように手を組み合わ
せ，体を緩やかに縮こま
らせる
祈るように手を組み合わ
せ，体を急激に縮こまら
せる
音節 1
下半円を描く 下半円を描く
ジャンプするように手で
V字を描く
音節 1
下半円を描く 下半円を描く V字を描く 音節 1
手を合わせて，開く動き
（途中で波を描く動きに
変更）
鼻を触る
（途中で波を描く動きに
変更）
手を叩く
（途中でV字を描く動き
に変更）
音節 1
手を前に押し出しながら，
ゆっくり足を斜め前に一
歩踏み出す
両手の手の平を下に向け，
何かを床に押し付けるよ
うな動き
手を前に出しながら，勢
いよく斜め前に足を一歩
踏み出す
音節 1
観察された。そして，どの身体運動も長音や撥音に比べると，動きに勢いがあったり，動作の変
化が急激であったことが特徴として挙げられる。これには，促音が急激なエネルギーの減衰を伴っ
て閉鎖や狭めを作る音であることが影響していると考えらえる。表1で見たように，促音の特徴
については，「止まる」，「強い」，「短い」など，いろいろな表現で説明がされていたが，その特
徴を身体運動として実現した際には，多くの学習者から，急激な変化を伴う勢いのある動きが提
案されていたことは興味深いといえる。
身体を動かす際のリズムの刻み方は全員音節であり，指導の途中でモーラに変更した学習者は
いなかった。日本語教育の現場では，モーラの感覚を習得させるために，モーラの刻み方で発音
指導を行うことも多いが，学習者にとっては，母語にはないモーラを用いるより，母語にもある
音節をうまく活用した練習の方が違和感なく取り組める場合もあるといえよう。
特殊拍によって異なる身体運動を用いた学習者の中には，練習の途中で身体の動かし方を微調
整したり，3つの全く異なる動きから，3つの似通った動きに変更したりする者も見られた。そ
の理由として，「喫茶店」や「ヨーロッパ」などのように，一つの語に複数の異なる特殊拍が含
まれていた場合に，全く違う動きを連続して行うのが困難であったことが挙げられる。また，練
習をしていく内に，長音，撥音，促音がどれも同じ一つの拍の長さを持つ音として捉えられるよ
うになり，そのことが身体の動かし方に影響を与えた可能性も考えられる。日本語母語話者は，
特殊拍の有無を長さの違いとして捉えているため，学習者も同じように，特殊拍の有無を長さの
違いとして捉えるようになってきていたとすれば，それは，特殊拍の習得において大きな一歩で
あったといえよう。一方で，途中で他の動きを取り入れてみたものの，再び元の動きに戻した学
習者や，特殊拍によって大きく異なる動きを一貫して最後まで使った学習者もいた。促音を発音
する際に，「拳を前に突きだす」動きをしていた学習者は，途中で手を横に短くスライドさせる
動きも取り入れてみたが，その身体運動と促音の発音の関連づけが上手くいかず，途中から，元
の動作に戻して発音練習をしていた。また，促音を発音する際に，「祈るように手を組み合わせ
て，身体を急激に縮こまらせる」動きをしていた学習者は，この動きを用いて促音を発音した際
に，非常に自然なリズムで促音が生成できたため，自分でも驚き，とても嬉しそうな表情を浮か
べていた。こういった学習者にとっては，特殊拍の種類によって異なる動作を連続して行うとい
う負担があったとしても，自分の感覚に合った動きを用いた方が特殊拍の発音と身体運動とが結
びつきやすく，自然な発音も導き出しやすくなるのではないだろうか。
本研究において，学習者が自分の感覚で自由に提案した身体運動には，Ⅱ1で紹介したVT
法で用いられていた動作と共通するものも多く見られた。これは，VT法において，緊張と弛緩
に注目して考案された身体運動が，学習者の感覚で捉えた特殊拍の特徴を表現する身体運動とあ
る程度一致していたことを示すものだといえる。しかし，緊張と弛緩という感覚を用いているこ
とは共通していても，具体的な身体の動かし方は学習者によってさまざまであり，特殊拍の発音
と関連付けをしやすい身体運動には，個人差があるといえよう。更に，個々の学習者にとって納
得のいく動きや，しっくりくる動きを用いた場合には，発音が改善される傾向にあることもうか
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がえたことから，身体運動を用いた発音指導では，教師が一方的に特定の身体運動を提示するの
ではなく，個々の学習者の感覚に合った動作についても考慮した指導を実施していくことが重要
であると考えられる。川口（1987）は，音調上の緊張と身体の物理的緊張とを関連付けて処理す
るシステムには個人差があるため，身体運動の正しさは，最終的には個々の学習者の知覚によっ
て捉えられる可能性があることを示唆し，教師が準備した身体運動を絶対化・固定化するべきで
はないと述べている。本研究で得られた結果は，この見解を支持するものであった。
Ⅶ．まとめと今後の課題
本研究では，学習者が提案した身体運動を練習に用いた発音指導のビデオ映像を観察し，学習
者が日本語の特殊拍をどのような音として捉え，その音のイメージをどんな身体運動として実現
させたのかについて分析した。その結果，日本語母語話者には，長さによってその有無が区別さ
れている長音，撥音，促音が，学習者には，それぞれ異なる特徴を持つ音とし捉えられているこ
とが明らかになった。そして，その特殊拍を表現する動作として提案された身体運動は，学習者
によってさまざまであることも明らかになった。更に，特殊拍の発音と身体運動の関連づけが上
手くいった場合には，発音に改善が見られたのに対して，関連づけが上手くいかなかった場合に
は，発音にも問題が残る傾向があったことから，発音指導において，学習者にとって特殊拍の発
音やリズムが捉えやすい身体運動を用いることの重要性が示唆された。
これまでの教師主導の発音指導では，一人ひとりの学習者に合った身体運動を提案することは
難しく，教師が提示した身体運動と学習者の感覚が合わなかった場合には，発音の習得が進みに
くくなったり，学習者のモティベーションが下がったりする可能性もあったと推測される。練習
に用いる身体運動を学習者に考えさせ，提示させるという方法は，学習者が自分にとって発音を
捉えやすい動きを練習に用いることができ，発音と身体運動の関連づけが上手くいけば，自習も
行いやすくなるため，自律的な学習へとつなげていくことが可能になると考えられる。実際の教
育現場では，本調査のように，教師と学習者が一対一で時間をかけて発音練習をする時間的余裕
は，ほとんどないと予想されるが，教師が身体運動のモデルを提示する前に，学習者に自分の感
覚に合った動きを考えさせてみたり，さまざまな身体運動の例を挙げて，学習者が自分に合うと
思う動きを自由に選べるようにしたりする工夫は，授業の中でもできるのではないだろうか。身
体運動を用いた発音指導には，強い抵抗を示す学習者もいるため，この方法が全ての学習者にとっ
て有効であるとは言えないが，個々の学習者に注目し，一人ひとりに合った発音の指導法を検討
していくことは，重要であるといえるだろう。
今後の課題は，今回の調査で明らかになった身体の動かし方の違いや練習時の学習者の様子
（特殊拍によって同じ動きを用いていたかどうか，重音節と軽音節で身体の動かし方を区別して
いたかどうか，身体運動と発音の関連づけが上手くいっていたかどうかなど）が，特殊拍の発音
の習得度や指導に対する満足度とどの程度関係があるのかをポストテストの点数やインタビュー
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調査の結果を用いて分析していくことである。
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表1 指導・練習に用いた語
番号 語 番号 語
1 ビル 21 コーヒー
2 ビール 22 新鮮
3 音 23 12月
4 夫 24 電子辞書
5 様 25 クラシック
6 秋刀魚 26 新しい
7 火曜日 27 ヨーロッパ
8 学校 28 コンサート
9 喫茶店 29 お母さん
10 みんな 30 郵便局
11 切手 31 北海道
12 雑誌 32 24日
13 旅行 33 コンピューター
14 授業 34 エレベーター
15 一緒に 35 寝ちゃった
16 教科書 36 持ってて
17 案内 37 食べちゃった
18 あさって 38 持ってって
19 弟 39 止まっちゃった
20 楽しい 40 忘れちゃった
【訂正】 
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（誤）また，練習をしていく内に，長音，撥音，促音がどれも同じ一つの拍の長さを
持つ音として捉えられるようになり，そのことが身体の動かし方に影響を与え
た可能性も考えられる。 
 
（正）また，練習をしていく内に，長音，撥音，促音がどれも同じ一つの拍の長さを
持つ音として捉えられるようになり（Kinoshita 2008，柳澤他 2013），そのこ
とが身体の動かし方に影響を与えた可能性も考えられる。 
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